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支え合う地域をつくるためにみんなでできること
ボランティアセンターの活動　記事P４



　全国一斉「第 69 回赤い羽根共同募金運動」及び「（山田町）地域歳末たすけあい
募金運動」は、つぎのとおり皆様にご協力をいただきました。
　また、ご協力いただいた募金は審査委員会における審査、決定により助成・配分
を行いましたことをご報告いたします。

ありがとうございました
運動結果並びに助成・配分のご報告

赤い羽根募金自動販売機設置のお願い

平成27年度 赤い羽根共同募金運動・歳末たすけあい募金運動

❖赤い羽根共同募金（一般募金）

　◦戸  別  募  金� 3,397,170 円
　◦街  頭  募  金� 94,807 円
　◦学  校  募  金� 65,959 円
　◦法  人  募  金� 21,112 円
　◦イベント募金� 14,323 円
　◦個人募金  他� 9,325 円

　　　　　合　計� 3,602,696 円

　◦地域福祉活動助成� 3,191,499 円

　◦福祉団体友愛訪問活動� 150,000 円

　◦福祉のまちづくり応援事業配分
� 5団体 計 198,980 円

　◦在宅高齢者等配分�町内147世帯  計 735,000 円

　社会福祉法人岩手県共同募金会では、飲料メーカー及び自動販売機メーカーの協賛を頂き「赤い羽根共
同募金自動販売機」設置による募金活動を推進しています。飲料を購入の際、その売り上げの一部が「赤
い羽根共同募金」へ寄付される仕組みです。自動販売機設置契約の際、協賛企業と設置主様の設定した割
合で募金が行われます。設置者様に面倒な手続き等は必要ございません。新規に設置のほか、既存の自動
販売機をそのまま赤い羽根自動販売機に切り替えることも可能です。詳しくはお問合せ下さい。

� 【事務局】山田町共同募金委員会　電話 82-3841（代）

平成27年度  募 金 額

助成・配分実績

計513万547円

❖地域歳末たすけあい募金

　◦戸  別  募  金� 1,455,930 円
　◦福祉団体募金� 71,921 円

　　　　　合　計� 1,527,851 円

　募金の一部は、岩手県共同募金
会を通じて地域福祉活動事業など
に配分されるとともに、災害発生
時における災害ボラン
ティアセンターの設置・
運営などの被災者支援
にも充てられます。

　家族の介護のために仕事ができない、働きたくても仕事がない、再就職に失敗して雇用保険が切れた、あ
るいは、社会に出るのが怖くなった等々、さまざまな困難の中で生活に困窮している人に包括的な支援を行
う「生活困窮者自立支援制度」が平成 27 年 4 月から始まっています。
　相談窓口に配置された専門職員が、お話しに丁寧に耳を傾け、困りごとの解決に向けた制度はないか、現
在の生活の中で見直しできることはないか等を一緒に考えます。解決に時間がかかる時には、解決に向けた
計画（プラン）を一緒に考えて、必要な制度や資源につなげる他、その人や暮らしている地域にあった支援
を継続します。就職、住まい、家計など暮らしに悩みを抱えた方は、一人で悩まずご相談ください。家族や
周りの人からの相談も受け付けています。
　生活困窮が金銭に起因すると判断される場合には、併せて生活福祉資金貸付制度による自立支援も検討い
たします。相談は無料、秘密は守られます。

お問合せ先 　くらしネットみやこ相談室
　　　　　　　（時   間）月曜日から金曜日の 9：00 ～ 17：00
　　　　　　　（電   話）65-7046　　　（メール）kurashi-net@miyako-shakyo.or.jp

「生活困窮者自立支援制度」
ご存知でしたか？

　概ね 65 歳以上の男性を対象に健康教室「さわやかさん」を開催します。
自立した生活や能力維持、向上を目的に行います。ぜひ、ご近所、友人に
声を掛け合い参加願います。

　● 対象は ?…………町内在住の概ね 65 歳以上の男性
　● 内容は ?…………軽体操、レクリエーション、調理、昼食交流
　● 参加費は ?………300 円
　● 開催場所は ?……山田町中央コミュニティセンター和室・調理室
　● 開催時間は ?……10 時〜 14 時
　● 申し込みは ?……開催 2 日前までにお電話でお申込み下さい。
　　　　　　　　　　定員になり次第締め切ります。
　　※送迎の必要な方はご相談下さい。
　　※申し込み先の電話：77-3260 まで

男性高齢者の皆さん 願います。

▶ 開催予定月日　（ 7 月以降の予定は次号に掲載いたします）

　4 月 13 日 水、4 月 28 日 木、5 月 13 日 金、5 月 26 日 木、6 月 10 日 金、6 月 23 日 木

詳しくは生きがいデイサロン（電話 81-1222  担当：佐々木）までお問い合わせください。

平成28 年 4 月より下記のとおり利用日が変更となります。

参加！

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
午　前 大　沢 山　田 豊間根 船　越 織　笠
午　後 船　越 織　笠 大　沢 山　田 豊間根

 生きがいデイサロン利用日変更のお知らせ
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ジュニアヘルパー
（配食ボランティア）を通じて、
地域の人とコミュニケーションを

とりやすくなりました！
楽しいし、もっと話したいと

思っています！

ボランティアセンター
活動報告!!

　平成 28 年 3 月 3 日（木）に豊間根中学校にて開催しました。
　初めて顔を合わせましたが、配食ボランティアを通じて思っ
ていることなどを共有しました。
　※�豊間根中学校は学校全体で豊間根地区の配食ボランティ

アに取り組んでいます。（生徒徒歩範囲内）

配食ボランティア懇談会
中学生が来てくれることを楽しみにしている方もいます。顔と名前を覚える関係性ができていて、豊間根中学校の生徒さんは素晴らしい活動をしていると

思います！

　サマーチャレンジやまだに引き続き、ウィンターチャレン
ジ山高も実施！
　山田高等学校の有志の皆様が冬休みを使って、自主的にボ
ランティア活動をしてくださいました！
　船越、轟木、山田南、山田北、豊間根の放課後児童クラブで、
宿題を教えたり、スポーツをしたりと、様々な活動に取り組
んでいました！
　寒い冬ですが、小学生も高校生も笑顔で明るい活動でした！

ウィンターチャレンジ山高!!

　震災から 5 年を迎える今年も「3.11 ともしびのつどい」を
実施いたします。（福祉のひろば作成日は 2 月）
　今年の「3.11 ともしびのつどい」は山田高等学校の生徒の
皆様が休日に集まってくださり、企画をしてまいりました。
　企画内容については、副題が「この日の灯りを、一生の心
の灯に」に決まったことや「ペットボトルを使用した灯籠づ
くり」を実施し、「つなぐ」の文字を創っていくことになりま
した。

3.11ともしびのつどい高校生企画会議

キャップハンディ体験教室
　ハンディキャップを持った人の状況を疑似体験することで、その人の置かれている
状況や環境、障がいに対する理解を深め、また、障がいの有無に関わらず皆が安心し
て暮らせる地域を考える「きっかけづくり」を目的に取り組んでいます。

視覚障がいの
ある方との交流

盲導犬はハーネス（手綱）をつけて
いるときは仕事中です

船越小学校 白杖体験

狭所、障害物等を介助者が伝達し、
ガイドをします

織笠小学校

アイマスク体験

アイマスクを着用し、何を渡され
たか手の感覚で考えます

轟木小学校

振ったり、匂いを嗅いだり…。形
でおおよそ予想が出来ても味まで
わかりません

大沢小学校

車イス体験

車イスに乗る方と同じ目線でお話
する姿勢にもふれます

山田北小学校

点字体験

アイマスクを着用し、点字器で文
字を打つ様子

大浦小学校

6 つの点で構成される点字の仕組
みを学びます

山田南小学校

キャップハンディ体験教室とは？�

　アイマスクを着用して目が
見えない状態を疑似体験し
ます。教室を歩いたり商品を
触ったり、「声」で詳しい情
報を伝える方法と簡単な手引
き方法を学びます。

　当事者の方の日常生活の様子
を聴き、困り事や様々な生活の工
夫を知る場となります。また、視
覚障がいのある方に町の情報を伝
える「声の広報」（山田町朗読ボ
ランティア）の活動も学びます。

　普段の生活ではあまりふれるこ
とのない「車イス」の簡単な操作
方法と実際乗る方の心境を学びま
す。また単なる操作だけではなく、
ふれあい（コミュニケーション方
法）も併せて学びます。

　点字は目の不自由な
方が指を使って読むた
めの文字です。点字の
仕組みや様々な特徴を
学び、実際に点字器で文
字を書く体験をします。

　白杖（はくじょう）体験で
は、アイマスク着用後に歩
行体験と介助方法、声のか
け方を学びます。
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福祉団体活動紹介

釜石市鵜住居町第10地割30-1
鵜住居神ノ沢地区第2仮設企業団地Ａ棟-105

陸前高田市高田町字鳴石15-1 区画1 0192-55-5340

0193-28-3801 0193-28-3821

介護保険を使えるのは
どのような人ですか。

65 歳以上の介護や支援が必要である
と判断された方（介護が必要になっ

た原因は問われません）あるいは 40歳か
ら 64 歳の介護保険で対象となる病気が原
因で要介護認定を受けた方です。

Q

A

「要介護度」とは
 何ですか。

日常生活をおくるた
めに必要な支援の度

合いによって、段階的に
要介護 1 〜 5（要支援 1
〜 2）があり、それぞれ
に保険給付の上限額が異
なります。

Q

A

訪問調査が終わればすぐに介護保険を利用できますか。

訪問調査と並行して、役場からお父さんのかかりつけ医へ意
見書の作成を依頼しています。訪問調査の結果とかかりつけ

医の意見書を、コンピューターによる一次判定や保健・医療・福
祉の専門家で構成される「介護認定審査会」によって二次判定（審
査）を行うことで、介護が必要な度合（要介護度）が決まります。
原則申請日から 30 日以内に要介護度の結果をお知らせします。
サービス利用は結果の通知を受けてからとなります。

Q

A

保険はいくらでもききますか。
介護サービスを使う場合に、どのくらい自己負担が必要ですか。

原則、利用するサービスにかかる費用の 1割負担（一定以上所得の方
は 2割）となっていますが、希望するサービスによって異なる場合が

ありますので、要介護 1〜 5のいずれかの介護認定を受けたら、居宅介護支
援事業所（町内 8ヶ所のうちの 1ヶ所）へ、要支援 1〜 2の認定を受けた
ら地域包括支援センター（役場内）へご相談ください。それぞれにケアマネー
ジャー（介護支援専門員）とよばれる専門家がいますので、介護サービスの
種類や利用できる時間数、費用負担額を検討するお手伝いをいたします。

Q

A

「訪問調査」とはどのような事を
 調査するのですか。

専門の調査員がご自宅を訪問して、お
父さんの身体状況の把握を行います。

訪問調査では「何かにつかまらないで起き上
がれるか」など、定められた項目にしたがっ
た調査やご家族から日常の様子などの聞き
取り等を行います。日頃の様子で伝えたい
ことを整理しておくとよいでしょう。

Q

A

父（80歳）が脳卒中で寝たきりになり介護が必
要になりました。家族だけでは介護が大変な

ので、介護保険サービスを利用したいのですがどの
ように手続きをすれば良いでしょうか。

「要介護認定」を受けなければなりませんので、
お父さんの介護保険者証（水色のもの）を持参し

て役場介護保険担当課で「要介護認定」の申請をします。

Q

A

「要介護認定」とは何ですか。

お父さんが介護保険をどの位利用すれば
日常生活がおくれる状態なのかを保険者

（保険料を負担する側）が認定するものです。
訪問調査やかかりつけ医の意見書、専門家に
よる審査会等により総合的に判断されます。

Q

A

山田町民生児童委員協議会 山田町身体障害者協議会

山田町母子福祉協議会

　1月 8日（金）光山温泉にて委員 39名が参加し、
新年交流会が開催されました。各地区の民生委員さ
んがお互いの活動の話し等を行いながら和気あいあ
いと交流されておりました。

　1月 22日（金）光山温泉にてふれあいの集い新
年会が開催されました。久しぶりに会う会員同士く
つろいだ雰囲気の中で近況報告を行い、親睦と交流
を深めていました。

山田町手をつなぐ親の会
　1月 11日（月）山田町中央コミュニティセンター
で新年交流会が行われました。県育成会等の皆様か
ら応援を頂き在宅の方や町内の施設利用者さんが参
加され、臼と杵を使ったお餅つき体験やフライング
ディスクのゲームを行い、楽しい一時を過ごしまし
た。特にお餅つき体験で「杵が思ったより重かった。
でも楽しかった」と満足そうな笑顔でした。

山田町老人クラブ連合会
　1月 27日（水）～ 29日（金）の 3日間の日程で、
毎年恒例の「大名湯治の会」が花巻市新鉛温泉ホテ
ル愛隣館にて開催されました。山田町から 30名の
会員等が参加し人情芝居や演芸大会等の催し物を楽
しみ、優秀者には賞品が渡されました。

　山田町社会福祉協議会
では、福祉団体の事務運
営をおこなっております。
　各団体ともに、会員を
随時募集しております。
詳しくは下記までお問合
せください。

【事務局】
　地域福祉課住民支援係
　　八幡町 12-9
　　旧県立山田病院 3 階
　　　電話（77）3260

　1 月 30 日（土）新
年会が光山温泉で開催
されました。参加者の
皆様から「新年会でみ
んなに会えるので楽し
みにしている」と久々
に会う会員同士で近況
報告などで盛り上が
り、交流を深めました。

町内の おさらい！

公的介護保険申請
Q&A
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〒028-1341　岩手県下閉伊郡山田町八幡町 3 番 20 号　山田町保健･老人福祉センター内
TEL：0193-82-3841　　FAX：0193-82-5670
E-mail：y-shakyo@echna.ne.jp　　ホームページ　http://www.yamada-shakyo.or.jp

［企画・発行］ 社会福祉法人  山田町社会福祉協議会　　［印刷］株式会社  東海印刷所
※ この広報誌は、赤い羽根共同募金配分金の一部を充てて発行しています。

山田町社会福祉協議会お問い合わせ先一覧

▲

社協全体に関すること…総務課
　　・事務局　82−3841
　　　　　　　090−3123−6208（携帯）

▲

介護保険に関すること…在宅福祉課
　　・ケアマネージャー　　82−5687
　　・ヘルパー、入浴車　　82−4000
　　・障害者支援　　　　　82−4000
� 山田町保健・老人福祉センター内
� （住所：山田町八幡町 3−20）

▲

地域福祉に関すること…地域福祉課
　　・生活支援相談員、福祉団体　77−3260
　　・よりあいっこ、さわやか健康教室、
　　　まぢづけぇ等　　　　　　　090−1492−6874

▲

ボランティアに関すること…支え愛センター
　　・配食に関すること　　　　　77−3262
� 山田町社協生活支援センター（旧山田病院 3 階）
� （住所：山田町八幡町 12−9）

善意のご寄附
ありがとうございました。

� 会 長　稲川　善昭

皆様のご厚情に対し略儀ながら
誌面をもってお礼申しあげます

� 会 長　稲川　善昭

　基金の果実による資金は、山田町民全体の地域福祉
増進のため有効に活用させて頂きます。平成 27 年 11
月 24 日から平成 28 年 2 月 23 日において、次の団体
から福祉基金としてご寄付を頂きました。

　平成 27 年 11 月 24 日から平成 28 年 2 月 23 日にお
いて、次の方々から義援金としてご寄付を頂きました。

❖大沢老人クラブ 様� 22,850 円
❖北浜老人クラブ 様� 11,531 円

❖ かずさ災害支援ネットワーク
　    代表  齋 藤 和 久 様（千葉県）� 294,252 円
❖ 上  條  智 佐 雄 様（長野県）� 15,000 円
❖ 山形村社会福祉協議会 様（長野県）� 25,862 円
❖ 飯綱町社会福祉協議会 様（長野県）� 45,450 円
❖ 匿　名 様� 40,000 円

平成27年度福祉基金累計額� 253,912円 平成 27年度義援金累計額� 602,734円

福  祉  基  金 義 援 金

おもいやりをかたちに。

介護用品販売

第一商事㈱
レディーズ・アイ

レンタル  リフォーム

第一商事（株）

●福祉用具販売
●住宅リフォーム（高齢者向き）

〒020-0807  盛岡市加賀野一丁目19-29

〒027-0022 宮古市磯鶏石崎5-8
TEL（019）651-0121・FAX（019）651-0052

TEL（0193）63-8151・FAX（0193）63-8187
URL http://www.dai-ichi.com  e-mail : info@dai-ichi.com

●健康機器販売
●福祉用具レンタル
介護保険事業所番号

事　業　部
0370100166

介護リ
フォームで

快適な暮らしを

LADY’S EYE

介護リ
フォームで

快適な暮らしを


